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12う初回 LTS 卜肝rll-･-.険にて診断 か国 難で あ っ

た肝紺地癌 LHCC)齢 l例
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症例Lt(親友.男性.1959牛用 酎酎 ミ樟∴ 輸Ffn(.1う既往

がある.ltl()0年令身倦怠感か出現 し､L持上入院.牛棟に

TIL,l111上卜ITI･し上ノ瑚輔汁輔沌 こ右認人')で.牛棟にて 1.C

:i∴il今断さ畑;∴ l洲･i十 LTS に一二 S昌 こ1',2L111(･叫t-T一

二トー域を認(1㌦ LTS 卜牛棟を行うも当時し')診断義明 !=ては

I-.-I(_1(.､ハ確診∴丹 巨 ､畑 なか一･､.,j∴ そ'･T〕後 LTS にて経過

観察され て い た が, 且989年 S語,S5,S農に膿療性病変

を指 摘 され た.uS 下 生 検 にて, いず れの藤癖から鮎典

型 的 な H∝ の所 魔 が得 られ た.遡 及 的 な検 討 で は㌢

198転隼 の 標 本 に お 汗 て私様 密 度 は比 較 的 高 く, 脇 休 む

好塩 基 性 で あ った こ とか ら, 窺 在 職 診 断 基 準 を 当て は め

jL:十二S;-Tハ 陣痛 性 病 変は ､LL'lu､巨 tゝ､.卜t(i(ーL【二考:昌 一,hた.

13) 特 異 な 臨 床 経 過 を 示 し℡ 診 断 困 難 で あ っ

丹 汗細 岨 痛 い 1例
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大貫 啓 三 (立 川 綜 禽 病院 内科 )

立川 信 .●. リi 町 病 院 内 科1

柚 tl 剛 明 欄 硝 大半弟 ~.病ftl!1

野 本 '夫 ( 吊 弟 :.内村)

症例は5511男性て鞠部臥 萌感及び右陰喪腫脹を 日 昌こ

当村入院.HIis抗原陰性 :飲酒雁 1)合 ｢十 30年でLlfh一･一､

ナ∴ 胸醸部 X.I). 施部ニー∴卜 ∴ 胸蟻部及 こ咋IL態粧 しTT

にて.肺及び肝に転移を多数 も-~lflJ陰喪陣場 上診断 し./∴

性であった,上記診断にて予右高位除車齢 を施行 した と

ころ暮す寮曳原発腫慶ではないと診断 された, このため,

AFPやケラチン,α1-アンチ トリプシソな ど菅免疫組織

化学染色を施行 した結鼠 肝細胞癌であると診断された.

臨床経過 検遼成績や組織学的をこ,肝細胞癌としては,

趣めて稀な症例であったため,ここに報告 む′た血

且射 著明 な腹膜播種 を きた した肝細胞癌の 1例
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(新潟大学第三内科)

肝細胞癌をこおける腹膜播橡の濁度はき肝癌研究会の韓

告では約16%とされているが,高度の癌性腹膜炎を望す

胸膜播種を起こす機転上して,癌腫が畢膜に進展 し､そ

れを破ることをこよ吟腹膜をこ播種する経絡が濃屯考えやす

いか.高度L'フ)播種が起こ机 十前に人出血を起こして死亡

することが多いためである.

今回われわれはヲ特異な腐部エコ-所見を示 し,剖検

所見をこて著明な腹膜播橡を認めた肝細胞癌の ま例を経験

した.癌Fi針上 一部に肝外性発育を示しておi).組織型LL_

Uては,E捜mon速som 4塾を示 していた.このような症

例は稀少であり,若干の考察を加えてここをこ報告する.

L川玲さノ恒 リ汗細 泡癌し'11刑

村Lh I/1人･塚目 号/i
溝川 剛 (fL凍 l紺 溝tFl､甘い

清水 武昭 ( 閲 外科)

(iS才一男性 . 昭和1･軒･か∴7;'‖TiH咽 て牛il.r;.昭和5こ叶

ドックで肝機能異常を指摘 され入院,肝機能検査,肝生

検 よ り Htミ抗呪陽性 jl木住血吸虫症上診断.昭和55牛

まで e抗原私陽性で 鎧扮T, GPT の動格をみたが昭和

56年 からはe抗原も陰性化 し肝機能もほを誉正常.昭和63

年エコ-検査で S畠をこ径約 3i:m の高エコ-を示す腰痛

を発鼠 アジギオでも同様な所見をみとめ AFP も 317

ngnllと L-.汁 SボをT'-術的に摘出 し仁 射織的嵩 土

民捜mom鮎om 毘塾で非腰廃部は結節形成を認めオルセイ

ソ陽性細胞もみられ門脈には日本住血吸虫卵が存在 した.

門脈圧克進症の所見はなかった.

日本任慮吸盤殿感染地は中国と考えられ HB抗原,

アルコ-ルの相乗作用による発癌が考えられた,

漫齢 薬学的治療 を議みた胆遺 内発暫型肝細胞癌
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梱場 暫朗 砂川日 正樹 ( 同 外科)

吉田 登介 (新潟東学第-外科)

石原 法子 8渡辺 薬種 ( 同 筆-病理)

奪回我々は肝切除術を含めた薬学的治療を試みた胆 管

内発育型肝細胞癌の ま例を経験 したので報告 します . 症

例は67才,男性,腹痛,発熱を主訴として来院.既往歴

47才胆石手術,64才勝既腺癌 (sta留e王)手術事血液検

査て旺 胆道糸酵素(J‖･.早:L二T-i"lilL6.5日lL,(111‥ -＼1-:l'

(ミ1'川lIIL,1111し'1高値畑I't∴.畑 ITS.('T. 血 管 造 畝 Fyト

CD などの諸梗塞にて肝右葉 (S5)の肝 細 胞 癌 の胆 道 内


